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広報ああず 2002 9月号

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

肱
南
処
理
区
で
は
、
平
成
7
年
の
供
用
開
始
か
ら
7
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま

だ
接
続
を
し
て
い
な
い
人
は
、
一

日
も
早
く
公
共
下
水
道
へ
の
排
水
設
備
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肱
北
処
理
区
で
も
現
在
、
公
共
下
水
道
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
清

5
か
な
肱
川
の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生

活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
工
事
の
際
は
、
市
指
定
の
工
事
屈
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

企肱南処理区の公共下水道への接続率は、現在約86%
また、肱北処理区は平成20年に一部供用開始予定

曾
儲
相
組
問
国
務
他
間
四
霞
冒

翻
助
事
蘭
昌
国
組
廷
闘
治
目
。

平
成
同
年
度
に
住
宅
の
新
築
・
改

修
な
ど
を
計
画
し
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
希
望
者
は
お
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A
V
補
助
対
象
(
浄
化
槽
規
模
と
補
助
額
)

5
人
槽
・
・
・
延
床
面
積
が
1
3
0
2m
以

下
の
も
の

補
助
限
度
額
珂
万
4
千
円

7
人
槽
・
・
・
延
床
面
積
が
1
3
0
2m
を

超
え
る
も
の

補
助
限
度
額
制
万
1
千
円

m人
槽
:
・2
世
帯
住
宅
(
浴
室
及
び

台
所
が
2
つ
あ
り
、
独
立

し
て
生
活
)

補
助
限
度
額
引
万
9
千
円

.
事
前
申
し
込
み
期
限

平
成
H
年
9
月
2
日
(
月
)
か
ら

平
成
日
年
3
月
白
日
(
月
)
ま
で

毎
日
の
執
務
時
間
中

-
申
し
込
み
方
法

新
築

・
改
修
な
ど
の
具
体
的
な
計

画
内
容
(
場
所
、
時
期
、
延
床
面
積

な
ど
)
が
わ
か
る
資
料
及
び
印
鑑
を

下
水
道
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い

0

.
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域

①
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
肱
南
処
理
区
、
②
公
共
下
水
道
が

計
画
さ
れ
て
い
る
肱
北
処
理
区
の
一

部
、
③
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ

て
い
る
八
多
喜
地
区
の
一
部

-
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
(
大
洲
市
役
所
2
階
)

合
(匂
2
1
1
1
(内
線
2
5
5
)
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・
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“
令
配
M

日

9
月
白
日
(
日
)
は
、
大
洲
市
議

.
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

私
た
ち
の
暮

5
し
に
直
接
結
び

・
っ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
き
れ
い

“
な
選
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し

日
ょ
う
。

日

《
投
票
で
き
る
人
V

H
A
V
年

齢

日

本
国
民
で
満
初
年
以

日

上
の
人
。
(
昭
和
町
年
9
月
初
日
以

.

前
に
生
ま
れ
た
人
)

日
A

マ
住

所

引

き
続
き
3
カ
月
以
上
大

.

洲
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本

.

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

“

(
平
成
凶
年
6
月
幻
日
以
前
に
住
民

票
の
作
成
、
ま
た
は
転
入
届
け
を

.

し
た
人
)

・

《
選
挙
の
日
程
V

“
・
投
票
日
時

日

9
月
却
日
(
日
)

日

午
前
7
時
j
午
後
8
時

，
 

9月29日(日)は

大洲市議会議員選挙の
投票日

-

K

る
い
各
挙

硲
窃
剖

v
dい

4

，
 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
-

A
V
告
示
日

9
月
辺
日
(
日
)

・-

A
V
立
候
補
届
出
説
明
会

・

9
月
9
日

(
月
)
午
後
l
時
却
分

“

大
洲
市
役
所
2
階
大
ホ
1
ル

“

.
立
候
補
届
出
日
及
び
場
所

υ

9
月
辺
日
(
日
)

“

午
前

8
時
加
分

1
午
後

5
時

“

大
洲
市
役
所
2
階
大
ホ
l
ル

日

.
不
在
者
投
票
期
間
及
び
場
所

日

9
月
辺
日

(日
)
1
9
月
沼
日

(土
)
日

午
前
8
時
却
分
1
午
後
8
時

日

大
洲
市
役
所
2
階
大
ホ
1
ル

H

・
開
票
の
日
時
及
び
場
所

日

9
月
却
日

(日
)

日

午
後
9
時
加
分
か
ら

・
• 

大
洲
市
役
所
2
階
大
ホ
1
ル

・
• 

0
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
。

.
 

• 

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

.

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

。

“

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
5
)
日
• • • • 

、

" Q • 

2 
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四
歳

菊

地
池

田

吉

岡

森

本

町
歳

辻

キ

ク

コ

吉
田
町
菅
田
)

大

木

ツ

ヤ

コ

(

大

洲

)

河

野

ミ

ナ

コ

(大

洲

)

横

溝

ハ

ツ

ヱ

(

中

村

)

松

岡

幹

愛

(成

能
)

矢

野

ハ

ル

カ

(平野町
野
田
)

浅

松

岩

国

(

春

賀

)

山
本
ト
キ
ヱ
(
八
多
喜
町
)

田
内
ヨ
シ
ヲ
カ

(中

村
)

佐
々
木
ヨ
シ
ノ
(
平
野
町
平
地)

松

盛

ツ

ヨ
シ

(横

野

)

金

橋

麻

子

(大

洲
)

白

石

玉

子

(田

処

)

藤

田

ナ

ヲ

(

五

郎

)

二

宮

徳

太

郎

(中

村
)

藤

尾

イ

ワ

子

(
東
大
洲
)

田
歳

高

岡

松

見

井

上

伊

賀

水

沼
大

野
徳

山

都

合

金

塚
中

岡

祖
母
井

後

藤
門

脇
上

田

菊

地

部
歳

梅
崎
ミ
ツ
コ
(
徳
森
)
、
山
内
ミ
ヤ
ヱ

(
森
山
)
、
富
永
マ
ツ
子
(
菅
田
町
宇

津
)
、
片
岡
常
子

(
中
村
)
、
伊
達
ハ

ル
ヤ

(森
山
)
、
平
野
勲
(
新
谷
町
)
、

清
水
キ
ヌ
子

(
菅
田
町
菅
田
)
、
竹
田

シ
ゲ
子
(
新
谷
)
、
上
杉
勝
子

(
市

木
)
、
白
石
モ
ン
(
新
谷
)
、
賓
藤
敏

雄
(
平
野
町
野
田
)
、

一
山
サ
ツ
コ

(
柳
沢
)
、
大
川
ミ
カ

(
稲
積
)
、
大
島

春
子
(
大
洲
)
、
宮
川
千
春

(米
津
)
、

中
島
ミ
サ
オ
(
新
谷
)
、
桝
田
篤
美

(
若
宮
)
、
往
田
ミ
ツ
ヨ

(西
大
洲
)
、

城
戸
コ
ト
ヱ
(
菅
田
町
菅
田
)
、
二
宮

ハ
ツ
ヱ
(
西
大
洲
)
、
唐
石
ヤ
ツ
ル

(市
木
)、
大
成
モ
ト
メ
(
新
谷
)、
石

岡
シ
ズ
カ
(
藤
縄
)
、
楠
野

マ
キ

ヨ

(森
山
)
、
井
上
正
直

(五
郎
)、
河
内

ツ
ギ
ヨ
(
新
谷
町
)
、
池
田
サ
ト
ミ

(阿
蔵
)
、
松
田
正
次
郎
(
新
谷
町
)
、

宮
本
浪
子

(
平
野
町
野
田
)、
松
井
ゐ

ゑ
子

(柚
木
)
、
今
泉
房
子

(徳
森
)

倒
歳

漬
田
ア
キ
ノ
(
手
成
)
、
大
森
始
長
(
中

村
)
、
泉
ヒ
デ
子
(
大
洲
)
、
西
尾
繁

(西
大
洲
)、
笹
田
秋
(
大
洲
)
、
宮
元

数
美
(
新
谷
)
、
尾
中
平
八

(阿
蔵
)
、

賓
藤
キ
ク
コ
(平
野
町
野
田
)
、
藤
原

キ
ク
ヱ

(
徳
森
)
、
山
下
長

行

(
成

能
)、
堀
之
内
光
好

(菅
田
町
菅
田
)
、

井
上
ヨ
シ
コ
(
新
谷
)、
向
井
マ
ツ
ヨ

(松
尾
)、
山
中
チ
ヱ
(
徳
森
)
、
梶
岡

ハ
ル
コ
(
八
多
喜
町
)
、
宮
元
ソ
ヨ

(
新
谷
)、
大
野
富
士
江

(
新
谷
)、
篠

崎
ク

ニ
カ
(
柳
沢
)
、
長
岡
ミ
ヤ

コ

(菅
田
町
菅
田
)
、
豊
川
ス
ミ

(
大

洲
)
、
都
築
重
次

(中
村
)
、
道
聞
か

ね
子

(大
洲)、

上
田
こ
の

(柏
木
)
、

イ
チ
ノ
(
大
洲
)

静

喜

(

市

木

)

マ
サ
コ

(
若
宮
)

定

満

宮
田
町
大
竹)

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か

5
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
7
月
末
現
在
、
大
洲
市
に
住
む
叩
歳
以
上
の
人
は
、
昨
年
よ
り
白
人

増
え
て
4
1
0人
(
男
性
問
人
、
女
性
3
1
2人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
0
6
歳

佐

子

ヨ

シ
ヱ

1
0
5
歳

酒

井

ヒ

サ

コ

1
0
3
歳

谷

岡

ヨ

シ

コ

1
0
1
歳

成

岡

康

男

(上
須
戒
)

中

田

ス

ミ

ヱ

(
柚

木

)

1
0
0
歳

甲

斐

ユ

フ

(大

洲
)

大

隅

ダ

イ

(若

宮

)

吉
田
シ
ズ
ヱ
(
西
大
洲
)

叩
歳

近

藤
片

上

沖

中
上

田

白

石

兵

頭
谷

野

浦

上

棲

江
須

内

吉

田

(徳

オミ
ホ木
) 

平
成
M
年
度

春

賀
)

平
成
旧
年
度

これまでに広報おおすで紹介してきた

90歳以上の皆さんの数(推移)

(大

洲
)

平
成
昭
年
度

平
成
日
年
度

平
成
叩
年
度

ト
ク
ヨ

(藤

縄
)

九

平

(大

洲
)

カ
ジ
ヱ

(松

尾

)

モ
ミ
ヱ

(中

村

)

コ
フ
ジ

(徳

森
)

ハ
ナ
ヨ

(梅

川
)

ヒ
デ
ヲ
(
徳

森
)

佳
太
郎

(田

口
)

ユ
キ
ノ

(市

木

)

コ
ト
ヨ

(菅田
町
菅
回
)

浅

徳

(
八
多
華
町
)

タ
マ
ヨ

(大

洲
)

夕

子

(成

能
)

フ
ミ
ヲ
(
平
野
町
野
田
)

ト

ヨ

(五

郎
)

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

依

包

(柳

沢

)

、
つ
み
の

(八
多
喜
町
)

ハ
ツ
ヨ

(新

谷

)

ハ
ル
ヱ

(大

洲
)

ヨ
シ
コ

(上
須
戒
)

ミ
ナ
セ

(大

洲

)

ツ
チ
ヱ
(
藤

縄

)

八
重
子

(大

洲

)

ツ
ル
ヨ

(菅
田
町
菅
田
)

モ
も
ヨ

(人
多
喜
町
)

モ
モ
ノ

(田

口

)

平
成
ア
年
度

平
成
6
年
度

広報おおず 2002 9月号

平
成
5
年
度

平
成
4
年
度

0人

3 



宮
田
ナ
ミ
ヱ
(
市
木
)
、
谷
岡
マ
チ
コ

(
喜
多
山
)
、
神
岡
藤
子
(
中
村
)
、
中

野
ハ
ナ
コ
(
菅
田
町
大
竹
)
、
今
岡
キ

ヌ
ヱ
(
平
野
町
平
地
)
、
上
甲
ミ
ツ
子

(
春
賀
)
、
藤
堂
フ
ジ
ヱ
(
市
木
)
、
植

木
ハ
ナ
子
(
北
只
)
、
秋
山
喜
美
子

(
西
大
洲
)
、
佐
野
ト
ミ
ノ
(
手
成
)
、

藤
田
ス
ミ
ヱ
(
柚
木
)
、
大
塚
正
男

(
喜
多
山
)
、
武
知
寅
之
助
(
八
多
喜

町
)
、
村
上
シ
ゲ
子
(
菅
田
町
菅
田
)
、

上
甲
冨
士
島
(
稲
積
)
、
藤
本
竹
雄

(
松
尾
)
、
守
野
マ
チ
ヱ
(
大
洲
)
、
井

上
早
男
(
新
谷
)
、
清
水
秋
子
(
市

木
)
、
西
野
孝
行
(
回
処
)

回
歳

金
房
ヒ
デ
子
(
菅
田
町
大
竹
)
、
音
川

西
尾
(
新
谷
町
)
、
山
岡
フ
ジ
ヨ
(
菅

田
町
菅
田
)
、
下
波
オ
シ
ゲ
(
稲
積
)
、

佐
田
千
代
子
(
北
只
)
、
奥
田
賀
子

(
柚
木
)
、
梶
原
守
(
春
賀
)
、
白
石
茂

9月号広報おおず 2002

「ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー田可
80歳以上の皆さんに

大洲市では、高齢者福祉の増進のため、敬老年金を

支給します。

[対象者]

平成14年 9月15日現在、大洲市に 3カ月以上引き続

いて住所のある満80歳以上の人(大正11年 9月16日ま

でに生まれた人)

[敬老年金の支給]

日 時 9月17日ω.18日同

午前 9時~午後4時30分

肱南 ・久米地区...・ H ・..…市役所 1階ロビー

肱北・喜多・平地区……総合福祉センタ一

連絡所のある地区・・・・・・・・・各連絡所

持参品 印鑑 ・通知のはがき

詳しくは、老人センタ ー (宮23-0312.総合福祉セ

ンター内)まで

L_ーーーーーーーーーーーーーーーーーー _J

義
(
田
口
)
、
森
本
タ
ニ
ヱ
(
平
野
町

平
地
)
、
大
野
勝
義
(
森
山
)
、
都
築

長
義
(
米
津
)
、
平
野
ヒ
ロ
エ
(
新
谷

町
)
、
松
井
寄
恵
子
(
柚
木
)
、
白
岩

フ
ミ
コ
(
大
洲
)
、
大
谷
ト
シ
ヨ
(
春

賀
)
、
三
瀬
マ
サ
コ
(
若
宮
)
、
松
下

ヨ
シ
ヱ
(
大
洲
)
、
小
西
千
悪
子
(
大

洲
)
、
山
本
フ
ジ
ヱ
(
藤
縄
)
、
直
本

ス
ミ
ヱ
(
品
右
{
目
)
、
土
寸
谷
シ
ゲ
ヨ
(
菅

田
町
菅
田
)
、
水
本
福
春
(
平
野
町
野

田
)
、
夏
井
ツ
ヤ
子
(
中
村
)
、
村
田

ア
キ
(
平
野
町
平
地
)
、
松
本
八
重
子

(
大
洲
)
、
西
山
義
弘
(
米
津
)
、
河
野

登
代
(
平
野
町
野
田
)
、
二
宮
ヨ
シ
カ

(
稲
積
)
、
西
尾
ト
ミ
コ
(
若
宮
)
、
渡

部
タ
カ
ヱ
(
新
谷
町
)
、
安
川
里
美

(
大
洲
)
、
八
嶋
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経

こ

も

に

と

で

た

け

な

ま

H

ω

J
T
1
削

は

習

生

る

そ

と

強

設

が

o

て

め

い

分

つ

い

に

い

引

相

f

刷

れ

学

ら

せ

、

だ

勉

施

年

ん

と

た

な

自

だ

て

人

思

・

“

海
A

そ

が

さ

え

切

が

祉

し

せ

は

の

ら

事

て

大

と

日

石
田
茂
子
(
大
洲
)
、
堺
幸
子

(平
野

町
野
田
)
、

二
宮
安
幸
(
中
村
)
、
小

泉
谷
戴
(
平
野
町
野
田
)
、
清
家
喜
美

子
(
東
大
洲
)
、
中
野
繁
馬
(
芦
田
田
町

大
竹
)
、
兵
頭
ヒ
デ
コ
(
常
磐
町
)
、

村
上
シ
ゲ
コ
(
北
只
)
、
横
手
ウ
メ
ヨ

(
柚
木
)
、
奥
放
街
(
大
洲
)
、
佐
々

木
正
信
(
徳
森
)
、
中
川
賀
喜
子
(
菅

田
町
宇
津
)
、
西
岡
勝
頼

(菅
田
町
菅

田
)
、
東
マ
ツ
ミ
(
長
谷
)
、
清
水
キ

ミ
ヱ
(
松
尾
)
、
菅
野
ス
エ
ノ
(
新

谷
)
、
漬
田
義
盛
(
西
大
洲
)
、
田
中

キ
ヨ
(
菅
田
町
菅
田
)
、
二
宮
政
子

(
大
洲
)
、
谷
本
幹
(
春
賀
)
、
歌
原
ト

シ
ヱ
(
東
大
洲
)
、
井
上
イ
ト
エ
(
新

谷
町
)
、
池
田

一
子
(
菅
田
町
菅
田
)
、

岡
ホ
ミ
カ

(平
野
町
野
田
)
、
矢
野
利

夫
(
菅
田
町
大
竹
)
、
山
本
ミ
ツ
ル

(
恋
木
)
、
上
回
秋
男
(
上
須
戒
)
、
渡

遺
サ
ツ
子
(
平
野
町
野
田
)
敬
称
略

家
庭
教
育
は教

育
の
出
発
点

社
会
が
い
く
ら
変
化
し
て
も
、
子

ど
も
に
と

っ
て
、
最
初
の
教
師
は
親

で
あ
り
、
そ
の
家
族
で
す
。

昨
年
末
に
上
京
し
た
時
の
こ
と
で

す
が
、
あ
る
電
車
に
加
代
と
思
わ
れ

る
若
い
母
親
が
、
生
後
半
年
余
り
の

子
ど
も
を
抱
き
、

3
歳
く
ら
い
の
女

の
子
の
手
を
引
い
て
乗
降
客
の
最
後

に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

車
内
は
あ
い
に
く
混
ん
で
い
て
空

席
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、

電
車
は
動
き
始
め
ま
し
た
が
、
も
し

大
き
く
揺
れ
れ
ば
ど
う
な
る
か
は
目

に
見
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
即

座
に
席
を
立
っ
て
彼
女
に
座
る
よ
う

促
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
ぁ
、
す
み

ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
気
持
ち
よ
く
席

に
座
り
ま
し
た
。

や
が
て
い
く
つ
か
の
駅
を
通
過
し

て
、
目
当
て
の
駅
で
降
り
よ
う
と
し

た
時
、
そ
の
母
親
は
周
囲
を
は
ば
か

る
こ
と
な
く
大
き
な
声
で
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
私
の
方
を

向
い
て
言
っ

た
の
で
す
。
そ
の
時
、

隣
に
座
っ
て
い
た
女
の
子
も
一
緒
に

こ
ち
ら
に
視
線
を
向
け
ま
し
た
。

私
は
軽
く
会
釈
を
し
な
が
ら
、
意

識
し
て
も
う
一
度
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
よ
う
と
し
た
そ
の
母
親
の
予
期

せ
ぬ
態
度
に
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
母
親
の
も
と
で
育
て
ら
れ
る

子
ど
も
は
、
親
の
心
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
成
長
し
て
い
く
だ
ろ
う
な
、

と
思
い
な
が
ら
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
3
月
に
、
人
権
教
育

・
啓
発

に
関
す
る
基
本
計
画
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
人
権
問
題
を
単

に
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
に
お
い
て
態
度
や
行
動
に

現
れ
る
よ
う
な
人
権
意
識
を
養
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
家
庭
教
育
を
重
視
し
、
幼

児
期
か
ら
豊
か
な
情
操
や
思
い
や
り
、

生
命
を
大
切
に
す
る
心、

善
悪
の
判

断
な
ど
人
間
形
成
の
基
礎
を
は
ぐ
く

む
上
で
、
「
家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の

教
育
の
出
発
点
」
で
あ
り
、
重
要
な

役
割
を
持
っ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

特
に
、
親
自
身
が
偏
見
を
持
た
ず

差
別
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
日
常
生

活
を
通
し
て
自
ら
の
姿
を
も
っ
て
子

ど
も
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
親

子
で
共
に
人
権
尊
重
の
意
識
を
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
父
親

の
家
庭
教
育
へ

の
参
加
を
推
し

進
め
る
こ
と

は
、
家
庭
教
育

を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

5 
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シリーズ f市町村合併jを考える

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

H

7
月
8
日
か
ら
市
内
日
地
区
で
市
町
村
合
併
に
関
す
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
み
な
さ
ん
の
こ
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

本
当
に
合
併
す
る
の
か
?

合
併
し
な
い
で
大
洲
市
単
独
で
も
や
っ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
の
か
?

之九主主ご賢闘が窃りまし麗@

na
園
、
地
方
の
財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

彊
-
に
あ
り
ま
す
。
地
方
税
財
源
制
度
の
見
直
し
が
進

組、
む
中
で
、
固
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る

た
め
、
効
率
的
な
行
政
運
嘗
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
市
町
村
合
併
」
は
、
少

ウ
ウ
高
齢
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
佑
に
伴
い
生
じ

て
い
る
課
題
に
対
し
て
の
育
効
な
対
応
策
の
一
っ

と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
説
明
会
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
と

市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も

と
に
議
会
と
も
よ
く
協
議
し
な
が
ら
、
大
洲
市
の

合
併
に
対
す
る
取
り
組
み
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

8
月
下
旬
に
は
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
ご
報
告
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
法
定
合
併
協
議
会

に
よ
っ
て
様
々
な
協
議
を
行
い
、
合
併
す
る
の
か
、

し
な
い
の
か
も
富
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
大
洲
市
」
の
名
称
は
ど
う
な
る
の
か
?

で
き
れ
ば
残
し
て
ほ
し
い
。

内
子
町
・
五
十
崎
町
が
県
の
示
す
基
本
パ
タ
ー

ン
で
は
な
く
、
顔
の
見
え
る
範
囲
で
の
合
併
を
目

指
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
大
洲
市
と
し
て
は

今
後
、
こ
の
2
町
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

て
い
く
の
か
?

na
舎
で
も
内
吾
町
、
五
十
崎
町
に
は
当

理
-
然
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
県
の
塁
本
パ

4
『
タ
ー
ン
の
大
洲
市

・
喜
多
郡
で
市
町
村

合
併
検
討
部
会
と
い
う
組
織
を
つ
く
り

基
礎
調
査
な
ど
は
一
緒
に
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
聞
な
ど
の
報
道
に
も
あ
る
よ

う
に
内
っ
す
町

・
五
十
崎
町
は
顔
の
見
え

る
範
囲
で
の
合
併
を
目
指
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
舎
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

関
係
町
村
の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

/ 
小
さ
な
集
落
に
行
政
の
連
絡
が
届
き
に
く
く
な

る
の
で
は
な
い
か
?

2
3

4フ
の
区
長
会
な
ど
の
制
度
を
充
実
す

司掴
る
な
ど
方
策
を
講
じ
、
利
便
性
を
向
上

4
『
で
き
る
よ
う
に
、
合
後
、
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
と
対
応
を
協
議
し
て
い
き
ま

す
。



広報おおず 2002 9月号

シリーズ f市町村合併jを考える

一

合
併
し
た
ら
今
の
市
役
所
は
ど
う
な
る
の
か
?

一

言
語

新
市
庁
告
の
位
置
に
つ
い
て
は
法
定

，

一
謂

合
併
協
議
会
の
申
で
協
議
さ
れ
ま
す

五
町

が
、
新
市
庁
告
が
建
設
さ
れ
た
場
合
、

現
在
の
庁
金
口
も
支
所
や
出
張
所
と
し
て

使
用
さ
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

愛
媛
県
が
示
し
た
基
本
パ
タ
ー
ン
(
大
洲
市
・
喜
多
郡
)

で
合
併
す
れ
ば
、

6
9
、
0
0
0
人
程
度
の
人
口
と
な
る
。
叩

年
、
同
年
後
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
人
口
規
模
叩
万
人
都

市
を
目
指
す
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
る

が
、
広
域
合
併
に
つ
い
て
の
働
き
か
け
は
し
て
い
か
な
い
の

カ?・na

ω
万
人
都
市
を
目
指
し
て
の
合
併
と
い
う
意
見

書

も
確
か
に
あ
り
ま
す
。
八
幡
浜
地
方
局
管
内
(
西

4
司
予
地
区
)
で
約
時
万
人
の
人
口
が
あ
り
、
こ
の
地

域
で
の
合
併
を
望
む
声
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
地
域
で
は
既
に
合
併
協
議
会
な

ど
を
設
置
し
て
合
併
に
向
け
た
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
現
実
的
に
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
合
併
特
例
法
の
期
限
(
平
成
作
年

3

月
末
)
ま
で
の
合
併
を
目
指
す
う
え
で
は
、
現
在

の
塁
本
パ
タ
ー
ン
で
の
協
議
を
進
め
る
段
階
だ
と

考
え
ま
す
。

¥
 

一

水
道
料
金
や
税
金
な
ど
公
共
料
金
が
高
く
な
る

一

一
の
で
は
な
い
か
?

一

3
合
併
先
進
地
事
例
な
ど
で
は
、
サ
ー

司

ビ
ス
は
高
い
万
に
、
負
担
は
低
い
方
に

面、

調
整
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
合
併
協
議
会
の
中
で
協
議
調
整
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

/ 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

J

いま
じ
た

市町村合併に関する住民説明会参加者数

開催日 開催地区 参加者数

7月8日 久米地区 30名

7月12日 肱北地区 37名

7月15日 大川地区 25名

7月16日 平 地区 25名

7月17日 菅田 地区 56名

7月18日 喜多地区 58名

7月19日 肱南地区 79名

7月22日 平野地区 58名

7月24日 南久米地区 42名

7月25日 新谷地区 66名

7月26日 柳沢地区 28名

7月29日 二 善地区 38名

7月30日 八多喜地区 51名

7月31日 上須戒地区 27名

え口』 計 620名

今
ま
で
の
合
併
の
時
も
貴
重
な
資
料
や
書
類
が

処
分
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
、
市
役
所
に
あ

る
書
類
も
1
0
0
年
後
に
は
貴
重
な
資
料
と
な
り

得
る
。
今
回
、
合
併
す
る
と
決
ま
っ
た
時
に
は
、

書
類
な
ど
を
監
視
す
る
専
門
の
職
員
な
ど
を
置

き
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
す
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

na
塁
本
的
に
は
、
現
在
の
書
類
の
整
理

署

や
保
奇
の
方
法
の
問
題
で
す
。
4

フ
後
の

面、
合
併
協
議
の
中
で
十
分
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

合
併
し
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
に
も
多
く
の
借

金
が
あ
る
と
思
う
が
、
合
併
し
た
ら
そ
の
借
金
は

ど
う
な
る
の
か
?

匡

塁
本
的
に
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に

間
-
な
り
ま
す
。
法
定
の
合
併
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
ら
、
そ
こ
で
合
併
の
是
非
を

富
め
て
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
借
金

や
返
済
方
法
な
ど
そ
の
他
の
細
か
い
事

務
事
業
を
協
議
し
て
決
め
て
い
き
ま

す
。
市
町
村
合
併
の
枠
組
み
が
決
ま
っ

た
段
階
で
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

に|く

‘旦E3
もンわこ

ま墨歩| つでかの

すにと トあ
と合つ説
働併た明

。取 考に り きで 。会
り え 筈 が かきぜに
組てえと けるひ出
み お て う てよ、席
方りいご ほう大し
針、たざ しに洲て
をこだい い内市

決れくま 。子・合

定らこす 町喜併

しのと
、多の

て結 が ア 五郡意

い 果第ン
十の義
崎パが

き をーケ 田Tタよ

{10月号に続く 〉

内線360

市町村合併、どうなったの? アンケートの結果報告!
[問い合わせ先] 市町村合併推進宣告24-2111 
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大洲市財政状況の公表等に関する条例第 2条

及び地方公営企業法第40条の 2の規定によ

り、平成13年度の財政状況を公表します。

市の主な収入である地方交付税と市税の推移

70億円

60億円

50億円

40億円

30億円

平
成
日
年
度

平
成
ロ
年
度

平
成
刊
年
度

平
成
叩
年
度

平
成

9
年
度

平
成

8
年
度

平
成
7
年
度

平
成

6
年
度

平
成

5
年
度

平
成

4
年
度

20億円

10億円

0円

輿田桝大洲市長

どれだけ収入 -麦出があった力、(ー鴎曾計予算執信状況j
予算額 179億3，269万円

執行額 170億2，131万円

総額

170億円

口
口出歳

予算額 179億3，269万円

執行額 178億2，829万円

目前高芳丙

型壁7，135互E
「 3互恵9，759万円

I 36億 267万円

口
口

-;;.司』週~71・市が所育する

土地・建物預金など(面司i周忌⑭故調} 地方交付税 :固から大洲市に配られるお金

(使い道は市で決めることができる)

市 税 :個人 ・法人市税や固定資産税など

AI国庫・県支出金:道路や建物の整備などに必要なお金の

LJ 一部として国 ・県から受け入れるお金

歳入には、自主財源と依存財源があります。 市税、分担金及び負担金などは

自主財源(市が自らの手で集めて使うことができるお金)です。一方、市税等

の不足を補う地方交付税などは依存財源(国や県から与えられるお金)です。

「
歳

手重 別 面 積等 金 額

司{コ 地 606，419m' 57億6，704万円

山 林 2，858，541m' 9，782万円

回 土田 114 ，093 m' 1億9，059万円

雑 種 地 135，149m' 11億 1，386万円

建 物 215，526m' 264億2，114万円

立 木 66，137rrt 3億6，055万円

8 

費 :主に福祉の充実のために使うお金

費 :市の借入金・ 元金 ・利子等の返済に使う

お金

費 :衛生的な生活環境のために使うお金

費 :道路や河川などの整備のために使うお金

生

債

生

木

I I民
歳|公

衛

土
出
」

財 政 調 整 基 金 9億6，914万円

国民健康保険財政調整基金 2億3，299万円

土 地 開 9匂e 基 金 6億2，784万円

そ の 他特 定 目的 基金 16億1，281万円

出 資 金 5億 921万円
ぷE斗3 言十 39億5，199万円
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ー儲禽計予算憧翼湖羽信状況の金入江
田

の

吉
岡

市

残公園賓⑭扶漏
平成13年 4月1日から

平成14年 3月31日まで

どのようなものにお金が
使われたか

そのイ也
16億8，652万円

区分 借入先 件数 現在局 ー世帯当たりの金額 市民ー人当たりの金額

財務省 126 62億4，688万円 428，573円 159，926円

メ般z計合"、
総務省 46 21億4，707万円 147，302円 54，967円
そのイ也 133 105億3，690万円 722，893円 269，755円
小計 305 189億3，085万円 1，298，768円 484，648円

特メ言別Z会ミ十、

財務省 37 31億8，067万円 218，213円 81，428円
総務省 39 15t章、1，401万円 103，870円 38，760円
その他 29 12億4，385万円 85，335円 31，844円
小 計 105 59億3，853万円 407，418円 152，032円

メ口与 計 410 248億6，938万円 1，706，186円 636，680円

水道や病院の
経営状態(事強制状況j

当期純利益

67万円

3，751万円

1億6，067万円

収益 l総費用

720万円1 653万円

6億9，518万円16億5，767万円

35億6，823万円134億 756万円
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市債(借入金)残高~一般・特別会計~
300億円

200億円

100億円

平
成
日
年
度

平
成
ロ
年
度

平
成
刊
年
度

平
成
叩
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

平
成
5
年
度

平
成
4
年
度

0円

交通傷害保障

P動
985万円
924万円
854万円
70万円

公共下水道事業

主主
証三臨込E;ふE玉

6億8，685万円
7億3，804万円
7億3，804万円

0円

老人 保健

島
48億7，368万円
47億 516万円
46億6，867万円

3，649万円 ノ

国保診療所

事
2，361万円
2，249万円
2，249万円

0円

国民健康保険

害
35憶8，276万円
38億 995万円
33億9，657万円
4億1，338万円

特別会計

の状況

予 算 現額

収入済額
支 出済額
差 ヨ|

保険望書
ロ;R;介駐車場事業

国
5，080万円
4，726万円
4，726万円

0円

農業集落排水事業簡 易 水 道

~ 
l億 888万円
1億 213万円
1憶 54万円

159万四J

住宅新築資金
等貸付事業

土地取得造成

db 
1，792万円
1，750万円
1，750万円

¥ 0円ノ

而説と由民負担⑭状況

I頁 市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税 .0. 

。斡 通塾 勢 率ミ誇
Eコ

目 計
金 額 14億8，792万円 17億9，923万円 2億4，370万円 7，182万円 36億 267万円
1世帯当たりの負担額 102，080円 123，438円 16，719円 4，927円 247.164円
1人当たりの負担額 38，092円 46，062円 6，239円 1，839円 92，232円
害リ d口〉、 41.3% 49.9% 6.8% 2.0% 100.0% 

9 
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市営住宅の

入居申込受付
監理課公営住宅係

宮 24一2111 内線 382

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

移動警察相談所

を開設します
大洲警察署

ft 24-011 0 

9
月
か
ら
大
洲
署
管
内
の

4
カ
所

(
菅
田
駐
在
所
、
八
多
喜
駐
在
所
、
長

浜
交
番
、
肱
川
駐
在
所
)
で
「
移
動

警
察
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

4 

収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

5 【
申
込
受
付
期
間
】

。
抽
選
会
参
加
希
望
者

.

平
成
M
H
年
目
月
1
日
か
ら

.

平
成
比
年
叩
月
叩
日
ま
で

-

A

マ
随
時
受
付

日

平
成

H
年
同
月
日
日
か
ら

.

平
成
日
年
8
月
白
日
ま
で

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、
抽

日

選
会
参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

.

【抽
選
会
】

平
成
日
年
四
月
げ
日
(
木
)

会
場
:
・
市
役
所
大
ホ

I
ル

{そ
の
他
}

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
告
及
び
地

区
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新築・取り壊し

家屋の調査

税務課固定資産税係

官 24一2111 内線 126

平
成
比
年
中
に
新
築
ま
た
は
増

築
・
改
築
及
び
取
り
壊
し
を
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
実
地

調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

A-調
査
期
間

平
成
比
年
9
月
中
旬
か
ら

平
成
日
年
1
月
下
旬
ま
で

A-対
象
と
な
る
家
屋

平
成

H
年

1
月

2
日
以
降
に
新

築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
お
よ
び
取
り

壊
し
を
さ
れ
た
家
屋

取
り
壊
し
を
さ
れ
た
家
屋
は
、
調

査
漏
れ
に
よ
り
引
き
続
き
課
税
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

登
録
さ
れ
て
い
る
家
屋
で

「滅

失
登
記
」
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

2

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場

ムロ

の
融
資
で

の
事
業
を
筒
い
ま
し
た

「
か
ん
ぽ
』

たれ去」入購

車
で

載

業

積

事
プ

備

ン

整

ポ
設
力

施

動

防

型

w
向
h
H
J

企

市
で
は
、
「
き
ら
め
き
大
洲
幻

肱

川
に
映
え
る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ

し

て

|
」
を
基
本
理
念
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
、
郵
便
局
の
簡
易

保
険
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
、

市
道
や
農
道
の
改
良
、
消
防
施
設
、

梶
屋
敷
集
会
所
(
上
須
戒
)
を
整
備

1
レ
宇
品
1
レ
h
~

。

道路でつ恕ぐみんなの生活

{入
居
申
込
資
格
}

l

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
人

目

2

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

ょ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

日

3

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

口

暴
力
団
、
薬
物
、
迷
惑
電
話
、
悪

口

質
商
法
、
ス
ト

1
カ
l
、
配
偶
者
聞

い

暴
力
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
、
非

日

行
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

日

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

大
洲
市
で
の
相
談
所
の
開
設
日

日
• 

時
・
場
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

H

A

マ
毎
週
第
1
水
曜
日

菅
田
駐
在
所

包
@
4
0
0
0

υ

.
毎
月
第
3
水
曜
日

日

八
多
喜
駐
在
所

宮
@
0
1
0
1

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か

日

ら
午
後

5
時
の
間
で
す
。

-

ま
た
、
大
洲
警
察
署

(
本
署
)

で

い

は
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

10 

平成 13年度簡易保険融資の内容

事 業 名 総事業費 融資額

辺
市道恋木中道線道路改良事業 3，000万円 3，000万円

地 市道手成本村線道路改良事業 2，000万円 2，000万円

立サ
小字根農道改良事業 337万円 330万円

策

事 梶屋敷集会所整備事業 1，260万円 530万円

業
消 防 施 設 整 備 事 業 454万円 310万円

辺地対策事業とは、交通、自然などの諸条件の地域間格差を是正するための事業

対象:四圏内の市町村道以上の道路において災害発生により
通行止めを実施したもの (出展:道路交通管理統計)

9月 1日は防災の日です

自然条件が厳しい四国においても道路

の防災対策が進み道路災害は減少してい

ますが、通行止めを伴う災害が年間 500

~ 1， 000件程度発生しています。

今後も安心して通行していただけるよ

う道路防災対策を推進していきます。

国土交通省四園地方整備局、愛媛県

日本道路公団四国支社、本州四国連絡橋公団第二管理局
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7 マ1・
おおずの女性シリーズ

シ
リ
ー
ズ
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

心
あ
ら
た
に

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長

白

石

美

子

今
年
4
月
か
ら
、
市
の
機
構
改
革

で
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
事
務
局

が
、
市
役
所
企
画
情
報
課
へ
配
置
換

え
と
な
り
、
年
1
回
発
行
さ
れ
て
い

た
「
お
お
ず
の
女
性
」
は
広
報
お
お

ず
へ
の
連
載
に
形
を
変
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
課
で
長
年

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
、
新
た
な
決
意
で
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

近
年
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
自
立
に
は
、
女
性
が
他
に

究
れ
か
か
ら
ず
、
自
己
責
任
で
物
事

• 

輝
く
女
性
を目

指
し
て

大
洲
市
生
活
文
化
女
性
塾
長

森

岡

孝

江

お
お
ず
女
性
塾
は
、
我
が
ふ
る
さ

と
"
お
お
ず
“
を
再
発
見
し
、

幻
世

紀
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
よ
る

家
庭

・
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
真
撃
な
暮
ら

し
の
実
践
者
と
し
て
、
笑
顔
で
真
の

自
立
を
求
め
る
に
は
課
題
が
多
い
の

が
現
実
で
す
。

男
女
が
、
対
等
な
社
会
の
構
成
員

と
な
る
た
め
に
は
、
お
互
い
の
意
識

啓
発
や
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
が
大
切
で
す
。
心
あ
ら
た
に
!

の
人
材
育
成
を
目
指
し
、
い
き
い
き

と
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
実
現
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。

私
た
ち
第
5
期
塾
生
加
入
は
、
は

じ
め
て
の
公
募
に
よ
り
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
今
年
で

2
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
塾
で
は
、
大
洲
市
の
現
状
、
市

町
村
合
併
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
や

施
設
見
学
、
先
進
地
視
察
な
ど
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
修
了
後
は
、
塾
生

一
人
ひ
と

り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
学
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
環
境
や
福
祉
な
ど
身

近
な
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
活
性
化

に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
樹
先
隼
位
尊
厳

(18) 

藤
樹
先
生
略
伝

晩
年
の
藤
樹
と
そ
の
家
庭

藤
樹
の
学
徳
は
い
よ
い
よ
世
に
広

く
伝
え
ら
れ
、
門
人
も
ま
す
ま
す
多

く
な
り
ま
し
た
。

正
保
三
(
一
六
四
六
)
年
、
藤
樹

お

お

み

ぞ

わ

け

ベ

三
十
九
歳
の
と
き
、
大
溝
藩
主
分
部

い
が
の
か
み
よ
し
は
る

伊
賀
守
嘉
治
は
、
藤
樹
の
評
判
を
聞

い
て
招
き
ま
し
た
。
藤
樹
は
断
わ
り

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
こ

と
な
の
で
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
部
候
は
、
礼
を
つ
く
し
て
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
藤
樹
は
、
学
問
や

道
徳
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

翌
年
、
藤
樹
四
十
歳
の
と
き
に
は
、

岡
山
藩
主
跡
昨
惣
艇
か
ら
招
き
を
受

く
ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん

け
ま
し
た
。
岡
山
藩
で
は
熊
沢
蕃
山

が
藩
主
の
信
任
を
得
、
そ
の
影
響
で

光
政
候
も
藤
樹
心
学
に
関
心
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
藤
樹
は
こ

れ
も
固
く
辞
退
し
ま
し
た
。

晩
年
の
藤
樹
は
、
病
に
苦
し
み
な

し
ょ
、
ヲ
じ
ん

が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
学
問
に
精
進
す

る
生
活
で
し
た
。

一
方
、
母
の
市
は
健
康
を
取
り
戻

し
健
在
で
し
た
。

し
か
し
、
久
子
夫
人
は
正
保
三

(
一
六
四
六
)
年
の
夏
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
享
年
二
十
六
歳
で
し
た
。
そ

な
べ
の
す
け

の
年
の
正
月
に
は
、
次
男
鍋
之
助
が

生
ま
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。

⑮ 

夫
人
を
亡
く
し
た
藤
樹
は
、
母
と

五
歳
に
な
る
長
男
と
三
カ
月
に
な
る

次
男
を
抱
え
、
病
気
の
身
で
な
お
学

問
に
意
欲
を
燃
や
し
ま
し
た
。

当
時
の
藤
樹
の
心
境
を
示
す
次
の

よ
う
な
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
事
も
打
ち
わ
ら
い
つ
つ
過
ぬ
べ
し

花
ち
り
ぬ
れ
ば
実
を
結
び
け
り

思
い
き
や
辛
く
う
か
り
し
世
の
中
を

学
び
て
安
く
楽
し
ま
ん
と
は

翌
(
一
六
四
七
)
年
七
月
、
藤
樹

は
、
分
部
候
の
お
声
が
か
り
で
大
溝

べ

っ

し

ょ

ふ

り

藩
士
別
所
氏
の
娘
布
理
と
再
婚
し
ま

し
た
。
そ
の
翌
慶
安
元
(
一
六
四
八
)

や
さ
ぶ
ろ
う

年
に
は
、
三
男
弥
三
郎
(
常
省
)
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

藤
樹
永
眠

藤
樹
は
、
自
分
の
思
想
的
立
場
を

確
立
し
て
、
学
問
は
い
よ
い
よ
進
み

門
人
の
指
導
に
も
意
欲
を
燃
や
し
続

け
ま
し
た
。

あ
つ

し
か
し
、
病
気
の
方
も
次
第
に
篤

く
な
っ
て
い
き
、
四
十
歳
の
夏
に
は

と
う
と
う
持
病
の
た
め
講
義
も
休
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

慶
安
元
(
一
六
四
人
)
年
八
月
二

十
五
日
、
藤
樹
は
つ
い
に
返
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。
「
誰
か
こ
れ
あ
り

や
、
誰
か
こ
れ
あ
り
や
、
あ
あ
な
し
」

が
最
期
の
言
葉
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

11 
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平成14年 8月 1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 308，431，662円

です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はと連絡ください。また、乙のコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 内線352

ー『

大
洲
城
あ
れ
ι. 

富これ
・.....コF

欄:8

L-

か
わ
ら
版
第
七
十

一
号
で
は
大
洲

城
本
丸
に
残
る
重
要
文
化
財
の
二
つ

や
ぐ
ら

の
櫓
の
う
ち
台
所
櫓
を
特
集
し
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
複
連
結
式
天
守
群

を
形
成
す
る
も
う

一
つ
の
櫓
「
高
欄

櫓
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

高
欄
櫓
の
歴
史

高
欄
櫓
は
、
台
所
櫓
同
様
、
元
禄

五
年
(
一
六
九
二
)
の
絵
図
に
描
か

れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
か
ら
存
在
し

て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し、

安
政
四
年
(
一
八
五
七
)

の
大
地
震
で
被
害
を
受
け
、
現
存
す

ま
ん
、
え
ん

る
高
欄
櫓
は
、
万
延
元
年

(一

八
六

O
)
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
欄
櫓
の
構
造
・
規
模

高
欄
櫓
は
、
木
造
二
層
二
階
建
、

高
さ
は
九

・
二
ハ

m
(台
所
櫓
は
十

一・

O
六

m
)
で
す
。
一
階
は
、
南

北
三
間
×
東
西
三
間
で
、
床
面
積
は

三
十
五
・
二
五

2m
。
二
階
は
、
南
北

合 24-2111

舎高欄櫓

2階に高欄、 屋根に唐破風を配し、1階
には石落としを備えているのが特徴。

櫓:

一一

・
二
間
×
東
西
二
・
二
間
で
、
床

面
積
は
十
九
・

四
2m
で
す
。
高
欄
櫓

は
台
所
櫓
よ
り
も
少
し
規
模
の
小
さ

い
櫓
で
す
。

高
欄
櫓
の
特
徴

高
欄
櫓
の
特
徴
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
二
階
に
高
欄
を
配
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
櫓
か
ら
は
城
下

を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
高
欄

は
普
通
、
高
貴
で
華
や
か
な
装
飾
と

し
て
建
物
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
高
欄
は
外

観
に
配
慮
し
て
主
に
南
面
、
西
面
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
様
な
こ
と
は
、
櫓
の
二
層
(
二

階
)
部
分
の
屋
根
に
付
け
ら
れ
て
い

か

ら

は

ふ

の

き

か

ら

は

ふ

る
唐
破
風
(
軒
唐
破
風
)
に
も
一言
守え

ま
す
。
唐
破
風
は
、
社
寺
建
築
に
起

源
を
発
す
る
装
飾
と
言
わ
れ
、
軒
先

の
一
部
を
丸
く
押
し
上
げ
る
こ
と
で

建
物
に
美
し
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
西
隅
に
は
石
落
し
が
備

い
し
お
と

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
落
し
と
は
、

外
壁
を
部
分
的
に
石
垣
か
ら
張
り
出

し
、
床
に
穴
を
開
け
て
石
垣
を
よ
じ

登
る
敵
兵
に
対
し
、
石
を
浴
び
せ
る

仕
掛
け
で
す
。
し
か
し
、
高
欄
櫓
の

石
落
し
の
場
合
、
石
を
落
と
す
幅
は

狭
く
実
用
的
で
な
い
た
め
、
高
欄
や

唐
破
風
と
同
じ
よ
う
に
建
物
の
装
飾

と
し
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

高
欄
櫓
は
南
西
か
ら
の
見
栄
え
を
意

識
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勇
壮
な
天
守
閣
、
台
所
櫓
と
は
対

照
的
に
、
装
飾
豊
か
で
優
美
な
造
り

の
高
欄
櫓
は
、
複
連
結
式
天
守
群

(天
守
と
台
所

・
高
欄
櫓
)
に
均
整
の

と
れ
た
華
や
か
さ
を
演
出
し
て
い
ま

す
。

企明治時代の写真に写る高欄櫓
元禄絵図に措かれている下見板は取りのけられている。

経

手
ゐ

12 

1噂均一ーーー 二五十一← 一一一ー『古=='"

企元禄五年大洲1成絵図 (市立博物館蔵)
台所櫓、天守、高欄櫓がL字に建ち、多聞
櫓で連結している。(複連結式天守群)

企高欄櫓内部
櫓からは城下を一望することができる。

企松本城月見櫓 (左)
建物に高欄を付した現存する櫓の 1つ



13 

川でつくる夏の思い出

今年もふるさとを流れる川に親しむ行事が行われました。上須戒では地元の小学
生、保育冨児約50人が参加して第6固いずま川に親しむ会が関かれ、ニジマスのつ

かみどりゃいかだ流しなどで楽しい一日を過ごしました。また、肱川橋横では8日
間にわたり恒例の神伝流夏季水泳学校が開かれ、小学校児童21人が練習に励みま
した。

男女共同参画による
地域づくりを目指して

おおず女性塾が市役所で開かれ、参加した塾生が市町村合併につい
て市職員の説明を受け、その現状を学びました。「合併後、市職員は
それぞれの職場で適切な住民対応ができるのかり水道代などの公共料

金はつ」といった質問や「今日の説明内容を近所の人々にも伝えたい」
などの意見が出されました。

¥ 

} 

プライドを措てる

男としての ブライドを持つ

で人
;t 
~L-

タレン 卜の峰竜太さんが「出会いこそ人生」と題し、市民会館で大
洲夏季大学の講演を行いました。「結婚27年目。いろいろあったけど、
世の中は、ーに人柄、二に人柄、三、囚がなくて、五にチヨット才能

かな?仕事があることのありがたさを感じています」といつも謙虚で
あることの大切さを語りました。

再び韓国・霊光郡から

一-二d.;:;'

日本に儒教を伝えた儒学者 菱況の生誕地震光から、金奉烈(キ
ムーボンニョjレ)郡守〈写真右〉と今年2月にも大洲を訪れた郡職員

らが市役所を訪れました。初めて大洲を訪れた金郡守は、「古くから
歴史的つながりのある大洲に早<来たかった。これをきっかけに友好
を深めていきたい」とあいさつしました。

自分を蛮える2週間の旅

市内の中学生8人が語学研修のためオーストラリ ア ブリスペンに
向けて出発しました。大洲市役所に集合した派遣生に対し、「異なっ
た文化に触れ、国際的な視野を広めてきてください」と首藤収入役、

片山教育長が激励。保護者と市職員ら約50人が出発を見送りました。
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いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

|創 n醒璽霊E圃

口圏

9
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
}

、

0
9
月

3
日

ω
平
成
日
年

8
月
生

0
9月
日
日

ω
平
成
比
年

4
月
生

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
9
月
口
日

ω
平
成
日
年
2
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
]

0
9
月
担
日

ω
平
成
日
年
日
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

l
m時

持
参
品

母
子
手
帳
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
9
月
払
日

ω

相
談
時
間

叩
時

l
u
時、

時持
参
品

q
J
乞
寸

}
F
b

ti
昨日

H

1
よ

健
康
手
帳

生
活
習
慣
病
予
防
検
診

・

が
ん
検
診

昨
年
ま
で
と
遣
う
3
つ
の
点

①
生
活
習
慣
病
検
診
の
受
付
は
全
地

区
午
前
中
の
み
で
す
。
(
正
確
な
血
糖
検

査
を
行
う
た
め
空
腹
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
)
⑦
濡
人
が
ん
検
診
は
、
生
活
習
慣

病
検
診
と
は
別
の
日
程
に
な
り
ま
す
。

干
、
シ
ハ
U
-
R
U

・
n
u

・
r
D

-
n

U

F

h

u

n

U』
kuh

F
いに

AHA

A
u
z
p
b
r
D

n

b

p
b

n

i
ム

Fm

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人
及
び
肝
機

能
障
害
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

を
対
象
に

C
型
・

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

※
料
金
は

8
0
0
円
(
初
歳
は
無
料
)

女
生
活
習
慣
病
、
胃

・
大
腸
が
ん
検
診

O
上
須
戒
連
絡
所9

月

5
日
同

・
6
日
掛

O
新
谷
連
絡
所

9
月
同
日
同

・
日
日
同

・
初
日
幽

*
婦
人
が
ん
検
診

O
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
保
健
セ
ン
タ

ー

)

9

月
6
日
幽

-m日
幽

O
菅
回
公
民
館
9
月
四
日
同
・
初
日
幽

O
三
善
連
絡
所

9
月
初
日
同

料
金
や
時
間
に

つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ー:wa~i，同=ω~Þi日圃
9月 1日(日)石川内科胃腸科(若宮)

ft 24-3306 

9月8日(日)小川整形外科(三の丸)

ft 23-5596 

清水循環器科内科(長浜)

合 52-2883

9月15日(日)中塚内科 (西大洲)

まま 24一0606

9月16日(月)東大洲城戸眼科(東大洲)

会 24-1010

9月22日(日)大久保内科ヲリニック(八多喜)

ft 26-1131 .1 

9月23日(月)浦岡医院 (三の丸)

ft 24-2024 

田渡クリニ ック(新谷)

-IIIH重記監Eii量温掴.

ft 25-3217 

9月29日(日)

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
第
1
・
3
火

曜

日

日

時

1
正
午

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

日

時

1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

{
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

9
時

1
凶
時
加
分

{
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木

曜

日

凶

時

1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日

日
時

l
m時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
初
分

l
m時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

9
月
5
日
同

市

立

大

洲

病

院

叩
時

i
正
午

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖
日
時

l
M時
却
分

デ
イ

ツ
ク
大
洲
庖

日
時

i
m時
却
分

9
月

9
日
伺

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

9
時
却
八
刀
1
1
時
加
分

大
洲
警
察
署
ロ
時
却
分

1
凶
時

サ
ン
デ
ユ
オ
大
洲
庖

M
H

時
刊
分

i
M
時
却
分

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

宮)

森)

月 ・火曜日市立大洲病院 (西大洲)

まま 24-2151

日加戸病院 (若

宮 24-5101

大洲記念病院 (徳

ft 25-2022 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24-4551 

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

9 
月
新 E

着 i川，i9
図 l 6'?~

書

最
新
不
要
な
フ
ァ
イ
ル
の
見
分
け
方
安
全

な

削

り

方

武

井

一

巳

著グン
ジ

私
ら
し
く
生
き
た
い
郡
司
な
な
え
著

ひ
と
が
否
定
さ
れ
な
い
ル

1
ルL

r
和
ゆ
帝
著

ワ
l
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
像

竹
信
三
恵
子
著

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
知
識

三
浦
文
夫
著

こ
れ
が
正
し
い
職
場
の
ル

l
ル
で
す

社
員
教
育
委
員
会
著

法

律

の

抜

け

穴

全

集

自

由

国

民

社

日
本
が
栄
え
て
も
、
日
本
人
は
幸
福
に
な

れ

な

い

末

永

徹

著

退
職
・
転
職
を
考
え
た
ら
こ
の

一
冊

岡
田
良
則
著

悪
質
商
法
被
害
例
と
救
済
法自

由
国
民
社

週
休
2
日
で
子
ど
も
の
頭
が
悪
く
な
る
け

主
婦
と
生
活
社

カ
グ
ヤ
マ

本
当
の
学
力
を
つ
け
る
本
陰
山
英
男
著

納

豆

渡

辺

杉

夫

著

悪
性
ガ
ン
は
腸
か
ら
治
せ
!

免
疫
療
法
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
著

思
春
期
の
こ
こ
ろ
の
病
気
市
川
宏
伸
著

だ
か
ら
私
は
太
ら
な
い
山
咲
千
里
著

着

物

リ

メ

イ

ク

日

本

ヴ

ォ

l
グ
社

英
語
が
ス
ラ
ス
ラ
わ
か
る
よ
う
に
な
る
魔

法
の
本

池
田
和
弘
著

あ

か

ん

べ

え

宮

部

み

ゆ

き

著
ゴ
ウ

非

情

銀

行

江

上

剛

著

レ

イ

ク

サ

イ

ド

東

野

圭

吾

著

官

邸

上

・
下

成

田

憲

彦

箸

警
視
庁
捜
査

一
課
特
殊
班
毛
利
文
彦
著

14 

父
と
娘
角
栄

・
巽
紀
子
の
三
十
年
戦
争

上

・

下

大

下

英

治

著

三
つ
の
墓
標

佐
木
隆
三
著

世
界
の
終
わ
り
、
あ
る
い
は
始
ま
り

ウ
タ
ノ
シ
ョ
ウ
ゴ

歌
野
日
間
午
著

レ

ryユ
ウ
サ
ア

聯

愁

殺

西

淳

保

彦

著

介

護

と

恋

愛

逢

洋

子

著

道

化

師

の

楽

屋

な

か

に

し

礼

著

そ
れ
が
ど
う
し
た
伊
集
院
静
ほ
か
著

キ

モ

ン

イ

ン

エ

イ

イ

エ

グ

ワ

ン

チ

ン

貴

門

胤

喬

上

・

下

業

広

苓

著

ア
リ
ス
の
眠
り

M
・
オ
フ
ァ

ー
レ
ル
著

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
マ
イ
ン
ド

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ナ
サ
l
著

ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
の
満
開
の
下

ミ
シ
ェ

l
ル

-
R
・
ウ
エ
ス
ト
著

受験で転身

l官l硬から'医師へ

に下E 河辺自ニ

必ふ

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲

・
新
谷
旧
記
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

9
月
お
日
附

9
時
却
八
万
1
1
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

・
9
月
日
日
・

川品目

-m日
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森設備
fi25-4023 
田水道庖
fi26一 0265

丸 電工業
公 24-5351

淳山水道工事庖
合 24-2583

三 原設備
fi24-3783 
予屋住設
公 24-2541

甲建設 側
企 24-5914

福水道工事盾
まま 24-3656

ア サノ設備
合 24一 0783
塚鉄工所
会 25-0300

(有)い の 水道設備
fi24-2216 
南設備
fi25-4684 

惰)内田電気水道設備
合 25-2858
保鉄工所
fi26-0537 

オ クタ設 備
まま 24-3674

佐々木鉄工
fi26-0875 

西田興産
公 25-2197

(有)菊地浄化槽セ ンタ ー
fi24-0013 

央建設 倣)
合 24-3556
浦 建設側
企 25-5335

神田鉄工所
合 24-4122
宮元建設
fi25-0901 

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

民
間
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
法
定

雇
用
率
は

1
・
8
%
(従
業
員
白
人
で

l
人
の
割
合
)
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
が
、
働
く

職
場
を
得
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
に
つ
い
て

雇
用
後
に
労
働
災
害
、
交
通
事
故
な

ど
に
よ
り
身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障

害
者
と
な
っ
た
労
働
者
(
い
わ
ゆ
る
中

途
障
害
者
)
の
一
雇
用
を
継
続
す
る
た
め

に
必
要
な
施
設
の
設
置
、
職
場
適
応
措

置
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
に
、
そ
の
費

用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成

金第

1
種・・・
施
設
設
備
の
整
備
に
要
す

る
費
用
の

3
分
の

2
で
限
度
額
は
中
途

障
害
者

1
人
に
つ
き

4
5
0
万
円

第

2
種
・・・
施
設
設
備
の
賃
貸
に
要
す

る
費
用
の

3
分
の

2
で
限
度
額
は
中
途

障
害
者

l
人
に
つ
き
月
日
万
円
を

3
年

同
司

F
l
 

②
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金

・
重
度
心
身
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者

水道業者の

緊急漏水当番表

:ie苗
νs、

西

9月 1日(日)

-
羽
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

-
重
度
身
体
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者

で
あ
る
短
時
間
労
働
者

中
途
障
害
者

1
人
当
た
り
月

3
万
円

(
短
時
間
労
働
者

2
万
円
)
を

3
年
間

ま
た
、
障
害
者
を
新
規
に
雇
い
入
れ
、

ま
た
は
継
続
し
て
雇
用
す
る
場
合
に
も

各
種
の
助
成
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
1
ク
大
洲
合

@
3
1
9
1

ま
た
は
、
相
愛
媛
県
障
害
者
一
雇
用
促
進

協
会
合
0
8
9
・
9
3
1
・
7
1
3
1

愛
媛
大
学
公
開
講
座

歴
史
学
と
文
学
分
野
の
研
究
者
が
四

国
遍
路
と
イ
ス
ラ
ム

・
チ
ベ
ッ
ト
、
中

国
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
な
ど
世
界
各
地
の

巡
礼
を
取
り
上
げ
、
皆
さ
ん
に
分
か
り

ゃ
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時

9
月
幻
日
目
、
お
日
出

叩
月

5
日
出
、
ロ
日
旬
、
四
日

出
※
す
べ
て
午
後

l
時

1
午
後

4
時

受
講
対
象
者

市
民

一
般

(定
員
却
人
)

受
講
料

6
、8
0
0
円

申
し
込
み
期
日

9
月

6
日
幽

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

(有)

(有)

f罪

(有)

上

大

岡

9月7日出

9月8日(日)

9月14日出

9月15日(日)

愛
媛
大
学
法
文
学
部
学
務
係

2
0
8
9
・
9
2
7
・
9
2
2
0

高
齢
者

・
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
に
関
す
る
官
時
間

電
話
相
談

相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、

独
居
、
社
会
参
加
な
ど
高
齢
者
の
人
権

問
題
及
び
障
害
の
あ
る
人
の
扶
養
、
介

護
、
社
会
参
加
な
ど
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

日
時

9
月
初
日
開

午
前

9
時

1
午
後

9
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

R
U
G
-
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
(
弁
護
士
資
格
の
あ
る

者
も
含
む
)
、
法
務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

通
貨
(
紙
幣
)
・
証
券
の
返
還

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
、

①
上
陸

地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
り
、
②

外
地
の
引
き
揚
げ
結
集
地
に
お
い
て
、

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
た
り
し
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

神

(有)

(有)

久

9月16日(月)

9月21日出

9月22日(日)

骨粉9月23日(月)

募集種目 資 格 受付期間 試験期日

薦推高卒(見込吉) 9月5日~
9月22・23日防衛 21歳未満の者 9月9日

大学校
学生 一 高卒(見込含)9月12日~ 1次 11月 9・10日

般 21歳未満の者 10月11日 2 次 12月1O~ 1 3 日

防衛医科大 高卒(見込吉) 9月12日~ 1次 11月 2・3日
学校学生 21歳未満の者 10月11日 2 次 1 2 月 4~6 日

1次 9月21日

航空学生
高卒(見込含)8月5日~ 2 次 10月 12~ 17 日

21歳未満の者 9月6日 3次 (空)11月10日
~12月 6 日

看護学生
高卒(見込含) 9月12日~ 1次 10月22日
24歳未満の者 10月11日 2次 11月22・23日

一般曹 18歳以上 8月5日~ 1次 9月16日
候補学生 24歳未満の者 9月6日 2 次 10月 2~8日

曹候補士
18歳以上 8月5日~ 1次 9月16日
27歳未満の者 9月6日 2 次 10 月 2~8 日

自衛隊 中卒(見込吉) 11月5日~ 1次 15年1月11日
生 徒 17撞来満の男子 15年1月7日 2 次 1 月 24~27 日

男 18歳以上
随時受付

受付時にお知らせ

2等陸・ 子 27歳未満の者 します

海・空士 女 18歳以上 8月5日~
9月24・25日

子 27歳未満の者 9月6日

自衛官等募集案内平成 14年度
さ
れ
た
も
の
を
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

に
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
関
支
署

2
0
8
9
・

9
5
1

0
3
0
1

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

食
中
奮
を
町
ぐ
曾
晶
衛
生
の
基
恋

①
菌
を
つ
け
な
い

手
を
よ
く
洗
い
ま

し
ょ
う
。
肉
・
魚
を
調
理
し
た
器
具
、
は
、

よ
く
洗
っ
て
熱
湯
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②

菌
を
増
や
さ
な
い

買
っ
た
肉
・

魚
・
卵
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。
調
理
し
た
食
品
は
す
ぐ
食
べ
ま

し
ょ
、
っ
。

中

松

(有)

件樹

9月28日出

9月29日(日)

にま③
ひで 菌
き十 を

大肉分 や
がH は に つ
食 T火 つ
品万を け
衛 な 通 る
生却し
協永ま肉
会守し・
大主主魚

洲李うは※詳しくは白衛隊大洲募集事務所合 24-4123支、 。中
部究特心 または大洲市役所市民課 fi24-2111内線 110

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
大
洲
南
中
学
校
美
術
部
作
品
展

8
月
幻
白
川
W
1
9
月

8
日
間

V

「
木
古
里
」
雑
貨
展

9
月
日
日
制

1
9
月
凶
日
刊

V

「
関
上
泰
達
」
作
品
展

9
月
四
日
同

1
9
月
お
日
開

V

「
も
め
ん
の
会
」
作
品
展

9
月
お
日
同

1
9
月
却
日
間

展

示

時

間

山

時

i
げ
時

※
最
終
日
は
凶
時
ま
で

休
館

毎
週
月
曜
日

(祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公

@
1
2
8
1

れ心い 15けの
さ地 光 m まが城
せよで、し出山
るい浮四た現に
快風か層 。。 大
適がび四夜早き
な吹 上階に速な
撮きがのな、鳥
影、り天る写か
で昼ま守と真ご
しのす閣 、撮 の
た暑 。の高影よ
。さ肱姿さにう

2 を川 が 19出な
こ忘に赤・かも

15 
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内

ヰ目 談 内 容 日 日寺 1;s. ど 場 所 1;s. ど 問い合わせ先

交通事故相談 9月 9日(月)/ 10時~ 1 5 時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
(愛握県) 9 月 25 日(水) / 1 0 時~ 1 5 時 市役所3階会議室 ft 24-2111 内線 323

人 +雀 キ目 談 9 月 12 日(木) / 10 時~ 1 2 時 二善公民館
急ぐときは法務局 合 24-4155

(法務省) 9 月 19 日(木)/ 10 時~ 12 時 市役所3階会議室

人権擁護委員 に よ る 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

主E 料 本自 談 (休日を除く) 9 時~16 時 人権相談室

イfj-ー 政 キ目 談
9 月 24 日(火) / 9 時~12 時 市役所 3階会議室

急ぐときは ft 24-5072 (山本)
(総務省) まま 24-4294 (辻)

市民法律相談 9 月 7 日(土)/ 10 時~ 16 時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

‘ 
ft24-2111 内線 328

社会保険相談
9月 5 日(木)/10時~15 日寺30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

9 月 1 8 日(水)/10時~1 5 時30分 ft 089-925-5105 

不動産無料相談 9月 15日(日)/ 9 時~16 時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 宮 24-4452 

定期税務相談 9 月 1 3 日(金) / 10 時~ 15 時 大洲閏工会議所 大洲税務署 官 24-3115

l一般相談 毎週月-火金曜日 大洲市総合福祉
心配ごと l法律相談 毎週火曜日 センタ

受付は総合福祉センター 1階

(相談室直通)
社会福祉協議会窓口まで

相 談 l介護相談 毎週木曜日
合 23-0313

: (相談時間) 10 時~12 時、 13 時~ 1 6 時 合 23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft 24-211 1 内線 178

人権・同和問題(;:
毎日の執務時間中

大洲隣保館 宮 24-6100
関する何でも相談 大洲福祉会館 ft 25-1947 

青 少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センター ft 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 ft 24-1414 

案と
ー，回、

ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

4s・
読
ん
で
ト
ク
す
る

物
丹
市
川
市
司
法
写
す
⑦
閑

.
4
E
F

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
中
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た

と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
?

~，~-~胃壁T
d皇官控

宮野?2E-
fAiliWCM四

間繍1
ι霊能E旨崖E，
j場552:2-

大洲市内の交通事故市民の動き今月の納税は
7月末現在 昨年同期

件数 145 152 

負傷者 188 186 

死者 2 5 

平成14年 7月31日現在

35人 (-3)

20人 (-3)

出生

死亡

39，229人 (+24)

18，700人 (+19)

20，529人 (+5) 

14.748世帯 (+21)

口

数男
女

帯

人

メ
世

国民健康保険税2期

16 

( )内は対前月比納期限は9月30日です
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